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〜
心
の
居
場
所
を
求
め
て
〜

〜
心
の
居
場
所
を
求
め
て
〜

●
生
徒
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

　

と
で
、
精
神
的
ま
た
社
会
的
な
自
立

　

を
促
し
て
い
く

●
学
習
面
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
学
力

　

に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、
学
校
生
活

　

へ
の
不
安
を
和
ら
げ
る

●
教
職
員
は
、
学
年
別
「
ハ
ー
ト
ル
ー

　

ム
会
議
」
を
開
き
、
不
登
校
生
徒
や

　

ハ
ー
ト
ル
ー
ム
登
校
生
徒
へ
の
対

　

応
に
つ
い
て
研
修
し
、
保
護
者
と
の

　

連
携
を
図
る

　

心
理
的
原
因
な
ど
の
た
め
に
不
登

校
で
あ
っ
た
り
、
登
校
で
き
て
も
教
室

に
入
れ
な
い
生
徒
が
い
ま
す
。

　

そ
の
生
徒
た
ち
へ
、
個
別
相
談
や
小

集
団
で
の
指
導
を
行
い
な
が
ら
、
学
校

へ
の
登
校
、
学
級
へ
の
復
帰
な
ど
集
団

生
活
に
適
応
す
る
力
を
育
て
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

日
宇
中
学
校
は
、
平
成　

年
度
か
ら

11

2
年
間
、
旧
文
部
省
の
「
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査
研
究
校
」
に
指

定
さ
れ
、
そ
れ
を
機
に
、
校
舎
の
一
部

に
専
用
の
相
談
室
「
ハ
ー
ト
ル
ー
ム
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
さ
れ
た
2
年
間
は
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
、
生
徒
や

保
護
者
の
相
談
に
応
じ
て
専
門
的
で

適
切
な
助
言
や
指
導
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
不
登
校
だ
っ
た
生
徒
が
、

登
校
し
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
心
の
教
室
相
談
員
が
配
置

さ
れ
、
専
任
の
担
当
教
師
と
連
携
し
て

指
導
に
当
た
り
、
教
室
に
入
れ
な
い
生

徒
や
悩
み
を
抱
え
る
生
徒
の
心
の
居

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設

置

の

目

的

は

ハ
ー
ト
ル
ー
ム
を
利
用
で
き
る
の

は

指

導

方

針

は
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日
宇
中
学
校

ハ
ー
ト
ル
ー
ム

ハ
ー
ト
ル
ー
ム
設
置
は
い
つ
？

平成12年度は「富士
山」、13年度は「校
旗」の張り絵をハー
トルームの生徒が共同で制作し、文化活
動発表会に出品しました

ハートルームの壁
に彩りを添える張
り絵

ハートルームの模様替えは、
生徒の提案で、テーブルや
ソファなどを移動します。

ハートルームの中にある相
談室は、個人的な相談など
の場合に利用されています

入り口の花なども、
温かく迎えてくれま
す

部

屋

の

雰

囲

気

は

　

ハ
ー
ト
ル
ー
ム
は
、
生
徒
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
居
場
所
で
あ
る
と
と
も

に
、
不
登
校
生
徒
の
保
護
者
に
と
っ
て

は
貴
重
な
相
談
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

担
当
教
師
に
よ
る
と
、
家
庭
の
中
で
、

不
登
校
生
徒
と
向
き
合
っ
て
過
ご
し

て
い
る
親
に
も
、
時
に
は
心
の
解
放
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
卒
業
生
の
保
護
者
も
参
加

し
て
、
月
に
一
度
、
保
護
者
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

月
に
一
度
の
ハ
ー
ト
ル
ー
ム
保
護

者
会
で
は
情
報
の
交
換
も

●
子
ど
も
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え
る

　

親
同
士
の
意
見
交
換
は
重
要
で
す
。

●
他
校
で
も
「
保
護
者
の
会
」
が
あ
る

　

と
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
の
で
は
。

●
学
校
へ
の
信
頼
が
増
し
、
家
庭
で
も

　

子
ど
も
と
の
会
話
が
増
え
ま
し
た
。

●
不
登
校
の
間
は
「
た
だ
い
ま
充
電

　

中
」
と
割
り
切
っ
て
、
の
ん
び
り
見

　

守
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
親
の
考
え
が
変
わ
る
と
、
子
ど
も
の

　

表
情
も
明
る
く
な
り
、
登
校
で
き
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
生
徒
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心
身
や
体

　

力
に
応
じ
て
登
校
し
、
学
力
に
合
わ

　

せ
て
自
主
的
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

●
日
直
は
あ
い
さ
つ
の
号
令
や
パ
ン

　

の
注
文
、
牛
乳
の
運
搬
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
校
時
に
は
戸
締
ま
り
と
、

　

カ
ー
テ
ン
の
後
始
末
な
ど
、
基
本
的

　

な
役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

平
日
は
こ
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

ま
す

ハ
ー
ト
ル
ー
ム
に
登
校
し
、
卒
業

し
た
生
徒
の
感
想

●
入
室
し
た
初
め
の
こ
ろ
は
緊
張
し

　

ま
し
た
が
、
登
校
回
数
が
多
く
な
る

　

と
友
達
も
で
き
ま
し
た
。

●
先
輩
が
優
し
く
し
て
く
れ
る
し
、
勉

　

強
も
教
え
て
も
ら
え
ま
し
た
。

●
学
校
に
通
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

　

た
。

●
と
き
ど
き
ハ
ー
ト
ル
ー
ム
を
訪
ね

　

て
く
れ
る
ク
ラ
ス
の
同
級
生
と
、
話

　

を
す
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

●
定
期
試
験
に
向
け
て
自
習
を
す
る

　

の
が
、
一
番
大
変
で
し
た
。

 

保

護

者

の

感

想

　

臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
ち
、

生
徒
や
保
護
者
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
や
教
師
に
対
す
る
助
言
な
ど

を
行
う
専
門
家
で
す
。

　

現
在
、
市
内
の
4
中
学
校
に
一

人
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

週
に
2
回
、
担
当
中
学
校
で
相

談
に
応
じ
た
り
、
助
言
を
行
っ
た

り
す
る
ほ
か
、
保
護
者
を
対
象
と

し
て
講
演
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
さ
れ
て
い
な
い
中
学
校
に
は
、そ

の
地
域
に
住
む
人
で
、学
校
教
育
や

教
育
相
談
な
ど
に
つ
い
て
経
験
の

あ
る
人
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
三
者
的
な
存
在
と
し
て
、悩
み

な
ど
を
聞
い
て
も
ら
え
る
の
で
、生

徒
や
保
護
者
も
、気
軽
に
相
談
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心

　

の
教
室
相
談
員
に
つ
い
て
の
お

　

尋
ね

　

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
�
�
1
1
1
1
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

心
の
教
室
相
談
員

●
心
理
的
、
情
緒
的
原
因
で
長
期
間
欠

　

席
し
て
い
る
生
徒
で
、
本
人
と
保
護

　

者
が
入
室
を
希
望
す
る
場
合

●
登
校
し
て
も
教
室
に
入
れ
な
い
生

　

徒
で
、
本
人
と
保
護
者
が
入
室
を
希

　

望
す
る
場
合

●
ハ
ー
ト
ル
ー
ム
担
当
の
教
師
と
教

　

育
相
談
を
行
っ
て
い
る
生
徒
で
、
学

　

校
長
が
入
室
を
認
め
る
場
合

　

本
市
で
も
、
週
五
日
制
の
導
入

や
総
合
的
学
習
の
開
始
な
ど
に
よ

り
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の

た
め
に
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
の

協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
何
よ

り
も
地
域
の
人
同
士
の
交
流
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
で
悩

ん
で
い
る
生
徒
や
保
護
者
に
は
、

教
師
と
は
立
場
の
異
な
る
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
相
談
員
の
助
言

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
学
校
に
相
談
室
や

交
流
の
場
な
ど
を
設
置
し
、「
心

の
居
場
所
」
と
し
て
定
着
さ
せ
よ

う
と
す
る
、
日
宇
中
学
校
と
大
野

小
学
校
の
試
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い


